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株式会社オリエンタル観光 本社営業所

2026年 8⽉度 教育研修記録簿

作成者：株式会社アスア 宮⽥ 雅史

1.実施概要

■ 開催⽇ ：2026年 8⽉18⽇(⽕)

■ 開催時間 ：14時00分 〜 19時10分

■ 開催場所 ：2階会議室

■ 実施者 ：株式会社アスア 宮⽥ 雅史

■ 参加状況 ：17名/17名 （参加率：100.0％：別紙参加者リスト参照）

■ 法定12項⽬ ：

■ 教育区分 ： 安全 環境 労務 その他（労基法と各通達の抜粋解説 ）

2.⽬標と進捗

■ ⽬標

 ① ミーティング参加率100％（⽋席者 フォロー含む）

 ② ⾛⾏管理表の記⼊・提出100％

 ③ 安全教育の仕組みづくり

■ 進捗

No. ⽬標や課題 対応⽅法および進捗状況

①

⽬
標

ミーティング参加率100％（⽋席者
フォロー含む）

【出席率】 
8⽉度MTG出席率：17/17 ⽋席者：無し 
⽋席者：無し
【対応⽅法】 
・ミーティング周知ポスターの提⽰と声掛けと時間割の活⽤ 
・ミーティング当⽇の参加状況と管理 
・ミーティング⽋席者フォロー実施
→横急運輸のミーティング⽇に参加、参加出来ない場合⾃社
フォロー

課
題

・参加状況の整理（声がけや周知）
・⽋席者フォロー体制の構築

②

⽬
標 ⾛⾏管理表の記⼊・提出100％

・2024年4⽉度分より⾛⾏管理表の記⼊開始
・⾞両担当者の設定（⾞番ごとに⾞両担当責任者を決定）
⇒出席リストに記載
【2026年6⽉度記⼊率】提出率：100％
・燃費記⼊：100％、⽉間燃費：100％
・⽬標燃費：100％、コメント：100％

課
題

・⾛⾏管理表の記⼊・提出率100％
・運⽤ルールの構築

③

⽬
標 安全教育の仕組みづくり

・全員が意欲的にミーティングに参加できる環境を構築する 
→ミーティングへの参加の呼びかけや⽬的の共有 
・乗務員ミーティング内でのコメントを管理者ミーティング
にて共有 
→優先順位付けやフィードバック⽅法などを確⽴していく課

題
・ミーティング出席率
・ボトムアップとフィードバック
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3.乗務員ミーティング

■ 議題テーマ：「⽣活道路の法改正（制限速度引き下げ）」

 ①⾛⾏管理表の記⼊状況

 ②燃費推移確認

 ③事故推移・事故共有

 ④労基法と各通達の抜粋解説

 ⑤今回のポイント【⽣活道路の法改正（制限速度引き下げ）】

 ⑥ドライブレコーダーKYT

 ⑦法定教育項⽬⑧運転者の運転適性に応じた安全運転

■ 今回のポイント

・2026年9⽉1⽇より⽣活道路の制限速度が30㎞/hに引き下げられる
・⽣活道路での事故率は⾼く、速度が出ていると重⼤事故につながるリスクが⾼いため、規制を単に守るだけでな
 く状況に合わせ速度を落とし⾛⾏する必要がある
・労基法と各通達の抜粋解説・適性診断結果を把握し安全運転に繋げる

■ 参加者コメント（抜粋）

・⽣活道路のような狭い道では、そこまで速度を出して⾛⾏することは少ないが⽣活道路に関わらず
 ⾒通しの悪い道や住宅街は⾶び出しなどの予測もしながら速度を落として⾛⾏している。
・バスに速度を落として⾛⾏中の看板があるので、制限速度より10㎞/h落として⾛⾏するようにしている。
・制限速度が引き下げになるとニュースでは⾔っていたが、どのような道が該当するかは把握していない。
・⽣活道路で乗⽤⾞は⽐較的速度を落として⾛⾏しているイメージだが、原付やバイクは結構速度を出して
 ⾛⾏しているのを⾒かける。
・都内も⾛⾏することがよくある。都内の道は6割が⽣活道路にあたるとニュースで⾔っていた。

【法定項⽬について】
・年を取ると判断がだんだん遅くなってくるので、周囲をよく確認し速度を落として⾛⾏するようにする。
・慌てやすい性格なので、診断の結果を基に普段より気を付けていきたいと思う。

■ 所⾒

今回は⽣活道路の新常識についてお伝えさせていただきました。2026年9⽉1⽇より⽣活道路の制限速度が30㎞/h
に引き下げられます。⽣活道路での事故率は⾼く、⾃転⾞や歩⾏者の⾶び出しなど速度が速いと重⼤事故につなが
るリスクが⼤きくなります。規則を単に守るだけでなく状況に応じて速度をもっと落とす等、予測も踏まえながら
安全に⾛⾏して欲しい旨お伝えさせていただきました。
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4.管理者ミーティング

■ 開催⽇ ：2026年 8⽉18⽇(⽕)

■ 開催時間 ：14時00分 〜 14時30分

■ 参加者 ⻑⾕川社⻑、藤巻部⻑、野村⽒、岩本⽒、⽚桐⽒

■ ⽋席者

■ 議題 テーマ「⽣活道路の法改正（制限速度引き下げ）」

 ①ミーティング出席 ⽋席者フォローについて

 ②⾛⾏管理表の状況

 ③事故推移

 ④DR映像について ⾞間距離確保状況

 ⑤活動2年⽬の⽬標

 ⑥今⽉の強化項⽬の設定

 ⑦次回ミーティング内容

■ 議事録

No. 議題 内容

① ミーティング出席
⽋席者フォローについて

・ミーティング出席：17⼈/17⼈（100％）
※別紙、出席リストを参照ください
・⽋席者フォロー：無し

② ⾛⾏管理表の状況

【2026年7⽉度記⼊率】提出率：100％
・燃費記⼊：100％、⽉間燃費：100％
・⽬標燃費：100％、コメント：100％
⇒⽬標燃費はMTG内で次⽉の⽬標をドライバーと設定する

③ 事故推移

・活動2年⽬（2026.4〜ミーティング現在）事故総数5件
 ⾞両事故5件、その他事故0件
・7⽉度：事故無し、8⽉度：事故無し（ミーティング時点）
・昨年同⽉対⽐：⾞両事故1件増加

④ DR映像について
⾞間距離確保状況

・次⽉ミーティングまでに全ドライバーの⾞間距離の確保状況に
 ついて、ドライブレコーダー映像を確認してもら
⇒次回、堀内⽒・⼩⼭⽒・細⾙⽒
・ミーティング内にて、DR映像を活⽤する（担当：野村さん）

⑤ 活動2年⽬の⽬標

・⾞両事故5件以下、追突事故0件を⽬標数値とし事故防⽌への
 取組を継続していく
⇒年3回の⾞両などを活⽤した、実地（実技）の実施予定
・6⽉度：オーバーハング実地講習実施

⑥ 今⽉の強化項⽬の設定

・毎⽉、強化項⽬を設定し点呼時、定期的に確認を実施する
9⽉度強化項⽬：⽣活道路での制限速度遵守
具体的⾏動：⽣活道路は30㎞/h以下で⾛⾏し、交差点⼿前
      では必ず減速する

⑦ 次回ミーティング内容
・⾮常⼝の扱いについて（実地）
・ハラスメントについての教育実施
・ドラレコを活⽤した教育

■ 所⾒

次回、⾮常⼝の扱いについての実地とハラスメントについての教育を実施する予定です。まだ、暑い⽇が続きます
のでドライバーの⽅の体調の確認や声掛けなど継続してお願いいたします。また、秋⼝の過去の⾃社事故について
もミーティングの中で確認させていただきましたので特に駐⾞場内や転回時等も合わせて、注意喚起お願いいたし
ます。
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5.その他

■ 連絡事項

■ 配布資料

 ①ミーティングスライド（本紙）

 ②ミーティング参加者⼀覧

 ③⾛⾏管理表（2026年10⽉分）

 ④事故集計表

 ⑤法定教育項⽬⑧運転者の運転適性に応じた安全運転（⽳埋め・解答）

 

 

 

 

 

■ 実施状況写真

■ 次回ミーティング⽇時

・乗務員ミーティング 2026年 9⽉15⽇(⽕)

15時00分〜

・管理者ミーティング 2026年 9⽉15⽇(⽕)

14時00分〜

〜今⽉もお疲れさまでした。次回もよろしくお願いします〜
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